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技術レポート  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
）土砂崩壊発生の要因

現地調査の結果、崩壊した斜面の上部が細粒砂、下

部が強風化凝灰角礫岩で構成されていることが確認さ

れた（図２）。この凝灰角礫岩は、本斜面を形成してい

る岩盤であり、上部の砂層は長い年月をかけて海岸か

ら風により巻き上げられたものと推測された。これら

の境界部には湧水が見られ、この境界部に溜まった水

の影響が崩壊発生の主要因であると考えられた。発生

当日は 日前からの連続雨量が に達しており、こ

の影響で湧水部付近の斜面に緩みが生じて、表層の土

砂を巻き込んだ崩壊につながったものと考える。

【図２．土砂崩壊発生箇所の地層断面図】

３．道路の応急復旧

応急復旧工事として、道路および斜面上に崩落した

土砂の撤去（V=590m3）と仮設防護柵の設置（H=4m、

L=24m）を行うこととし、降雪の影響がなくなった平

成 30年 3月上旬から着手した。 
土砂撤去作業開始時は、斜面上の雪はないものの、

融雪水により少量の土砂が道路まで流出する状態であ

った。この状態を鑑み、不安定な斜面のさらなる崩壊

による二次被害を防止するため、工事期間中は地山の

変状点検を徹底し、異常がないことを確認した後に作

業を開始させた。また、仮設防護柵は、崩壊斜面の恒

久対策完了までの安全措置として設置し、今回と同規

模の崩壊に耐え得るようＨ形鋼杭と鋼矢板により構築

した。 
これらの工事による道路の応急復旧は、道路利用者

が増加するＧＷ前までの完了を目標として実施し、平

成 30年 4月 27 日に交通解放した（写真３）。 

【写真３．応急復旧工事で設置した仮設防護柵】

４．恒久対策工事

）工事概要

恒久対策工事は、崩壊した地山の安定を目的として、

吹付法枠工（L=853m）、グラウンドアンカー工（N=11
本）、鉄筋挿入工（N=33本）等を実施する計画とした。

加えて、斜面上方からの落石対策として法尻付近に落

石防護網（A=300m2）を設置するものとし、斜面中腹

の法面保護として植生基材吹付工(A=570m2)を行う

こととした（図３）。 
この恒久対策工事は、平成 30 年 7 月に施工者と契

約し、今年度中の完成を目指して施工を開始した段階

である。 

【図３．恒久対策工事概要図】

）土地所有者の承諾による対策工事の早期着手 
恒久対策工事を行う土地は、全てが民有地であり、

計4名の方が所有している状況であった。対策工事は、

該当箇所の土地を購入した後に実施するのが一般的で

あるが、土地の購入事務に比較的長時間を要すること

から、対策工の早期完了の必要性等を考慮して、本件

では土地購入の承諾を得ることを前提に工事を先行し

て実施する方針とした。これらの方針について各土地

の所有者へ個別説明を行い、平成 30 年 5 月に所有者

全員の同意を得た。 

５．おわりに

現況では、山岳道路の落石や土砂崩壊等の災害を完

全に防ぐことが難しく、また、対策構造物の維持管理

や老朽化対策も課題がある。このような山岳道路を管

理する上で、今後も危険箇所の判定精度の向上やより

効果的な点検手法、対策工法の選定について研鑚を続

けるほか、万一の被災時に迅速に対応するための備え

も重要であると考える。 
最後に、本レポートが山岳道路の維持管理や災害対

策の参考になれば幸いである。 
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タイトル 

石川県土砂災害情報システム アイ の改良

 

石川県土木部砂防課 加藤 哲朗

  

１．はじめに

近年、全国各地で土砂災害が多発しており、今年は西

日本豪雨、昨年には九州北部豪雨により、多数の死傷者

を伴う甚大な被害が発生しました。

石川県では、近年多発する土砂災害から人命を守るた

め、関係者が意識を共有し、住民の防災意識向上と、迅

速な避難行動につなげる方策を検討することを目的に、

「土砂災害対策連絡会」（以下連絡会）を平成 年度に

設置しました。

連絡会では、住民の生命を守るための具体策として、

本柱でとりまとめた「土砂災害対策アクションプログラ

ム」（図 ）を平成 年 月に策定し、「迅速でわかりや

すい情報発信」の取り組みとして『土砂災害情報システ

ム（ＳＡＢＯアイ）』（以下ＳＡＢＯアイ）の改良を実施

しています。

２．ＳＡＢＯアイとは

ＳＡＢＯアイは、土砂災害警戒区域や土砂災害危険度

等の情報をリアルタイムにインターネットで公開するシ

ステムであり、県や市町等の防災活動及び県民の避難行

動に必要な土砂災害に関する情報を提供しています。

近年頻発する集中豪雨時においては迅速できめ細かな

情報提供が求められるようになっていることから、県民

の方々がより見やすく、利用しやすいように、平成

年度トップ画面の表示を変更（図 ）するなどシステム

の充実を図りました。

３．ＳＡＢＯアイの改良内容

① 迅速で分かりやすい土砂災害危険度の提供

集中豪雨により、急激に危険度が高まるケースに対応

するため、危険度の更新間隔を従来の 分から 分に

短縮し、時系列で表示していた土砂災害危険度を、 時

間先まで一目で確認できるようにすることで住民の早期

避難を支援しています（図 ）。

② きめ細かな情報提供

土砂災害警戒情報は市町単位で発表されますが、具体

的に危険度が高まっている地区が分からないという声も

あったことから、本県では特に危険度の高まっているエ

リアを知らせるため、市町名に加え、地区・校下名を新

たにトップページで表示することとしました。（図 ）

図 土砂災害対策アクションプログラム「 本柱」

図 土砂災害情報システム（トップ画面）

図 土砂災害危険度の提供

図 地区・校下名の表示

↓ここから入力してください。 

従来 

改良後 

（株）プラネット・コンサルタント
▶P.49

職場紹介  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

■わが社の業務の伝承

わが社の業務で、特に近年多くなっている業務は

橋梁点検にはじまるインフラのメンテンンス業務

です。近年は、損傷状況の把握もさることながら、

対象とする構造物の設置目的の把握が必要となり

ます。

なぜ、この位置にあるか、周辺の土地状況はどうか、

土質はどうなっているのか等各状況の把握です。 
ここに「伝承する力」が必要となり、先人達が考え

た理由や根拠を推し量るとともに、後輩たちに残す方

法に配慮しながら伝承する必要があります。 
わが社では、機動力を生かせる組織を最大限に利用

し、少しずつですが伝承できていると感じます。 
石川県内の業務に拘っているため地域が限られてい

ることから、伝承することも明確になってきており、

さらに地元の方とのふれあいから愛着も増えているた

めと考えられます。 
 

 
土木には、地域住民の方々との何気ないふれあいが

大切で、これらのことが後輩たちの『やりがい』と受

け取れる環境作りを目指しています。 

■最後に

わが社は、

少しずつで

すが、若い人

たちが集ま

ってくる会

社となって

きました。こ

れは、我々コ

ンサルタン

トの業界にとってよい事であり、会社としても責任

を感じるとともに、若者に残せる技術（知恵）をよ

り一層磨いてく必要があります。

人口減少・超高齢者社会と叫ばれる社会に対し、

メンテナンスが必要な物は非常に多くあります。

また、橋梁・道路・斜面・地下埋設物等 いろい

ろな分野があり、一速飛びの技術習得とはならない

実態があります。このような多種多様の分野に対し、

ひとつの会社で全てを網羅できるはずも無いため、

いろいろな方々に協力していただきながら、一歩ず

つ技術力の確保・向上を進めていく必要があります。

そのためにも丁寧な対応をしつつ、伝承できる組織

を確立します。

わが社が得意とする分野の確立を目指し、『石川

県の守り人』として、社会貢献できる集団としてま

い進いたします。

●問い合わせ先

株 プラネット・コンサルタント

（ ）

奥能登地区の海岸施設を空撮し点検します。

白山麓のｼｪｯﾄﾞ施設を空撮し点検します。

能登島大橋での橋梁点検

職場の雰囲気

トイレ建設工事の立会い
検査の様子▶P.51


